
・かけ算の記号×は、省いて書く。ａ×ｂ＝ａｂ

・文字と数の積では、数を文字の前に書く。χ×３＝３χ

・同じ文字の積は指数を使って書く。ａ×ａ＝ａ２

・わり算は、記号÷を使わないで、分数の形で書く。
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１年「文字の式」 
氏名 

★ １×ａは、記号×を省くと１ａですが、単にａと書きます。

（－１）×ａは、－ａと書きます。

◆ －５ａにおいて、ａの係数は    です。

◆ ４χ＋５χ＝（   ＋   ）χ＝９χ

・式 ３χ＋１で、文字をふくむ項３χは、３×χのように、数と文字の積の

形です。このとき３をχの係数といいます。

・文字の部分が同じ項どうし、数の項どうしをそれぞれまとめて簡単にする。

ｍχ＋ｎχ＝（ｍ＋ｎ）χ

一次式の加法、減法 

チャレンジシート① 学ぶ 

文字式の表し方 
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  １１問 
１「文字の式」① 

氏名 

１ 次の式を、文字式の表し方にしたがって書きなさい。 

 ⑴ ５×χ×χ 

 ⑵ ｂ×ａ×（－１） 

 ⑶ （ａ－ｂ）×４ 

 ⑷ a×９＋ｂ÷７×ｃ 

２ 次の式を、記号×、÷を使って表しなさい。 

 ⑴ ２χｙｚ 

 ⑵  

３ 次の計算をしなさい。 

⑴ ６χ－χ 

 ⑵ －３χ－８χ 

 ⑶ ３χ＋７＋３χ 

 ⑷ ４χ－３－７χ＋２ 

 ⑸ ２χ＋（３χ＋４） 

チャレンジシート② 基本 

a + b
3



学習日 年 月 日

１ 次の数量を表す式を文字式の表し方にしたがって書きなさい。 

① 1冊χ円のノート 3冊と 1冊ｙ円のノート 2冊買ったときの代金

② 毎分 100ｍの速さでχｍ進んだときにかかる時間(分)

③ 底面の縦が 5㎝、横がχ㎝、高さがｙ㎝の直方体の体積

２ 次の式を計算しなさい。 

⑴ （２１ａ―１４）÷（－７）

⑵ －（ａ－３）＋２（ａ＋２）

⑶ ３（５χ－１）－２（χ－２）

３ 次の数量の関係を、不等式に表しなさい。 

⑴ 4人でχ円ずつ出すと、2000 円の品物が買える。

⑵ ａ点とｂ点の平均はｃ点より大きい

単 元 年 組 番 

 ８問
１年「文字の式」 

氏名 

チャレンジシート③ ジャンプ

円

分

㎤


